
WEB解説5.2 多重回帰係数の
（FWL）

FWL定理の確認
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データファイルを開く
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消費と金融資産の回帰を行い，
残差を求める
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①1980年から2007年まで
の民間消費のデータを
マウスでドラッグする。
変数名からドラッグ。

②ドラッグすると同時に，
 セルが自動的に入力さ
 れる。

③入力されているセル
 を確認したら，右端
のボタンを押す。
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①金融資産についても
同様に入力する。

②変数名も
範囲に含め
たので，ラベ
ルにチェック
を入れる。

③残差を後
の分析で使
用するので，
チェックを入
れる。

④この後で行う回帰分析の
結果と並べて表示したいので，
アウトプットの場所を指定。

⑤ＯＫを押す。
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残差が表示されて
いることを確認。
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所得と金融資産の回帰分析の
結果を隣に表示する

出力先を変更
すること。

データＹを変更
すること。
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２つの残差で
単回帰する。

Ｗ

Ｖ
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①データを変更すること。

②出力先を
変更すること。

③OKをクリック。

金融資産の影響を取り除いた
変数を使って単回帰
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①切片はほぼゼロで
あることを確認。

②係数の推定値を
 この後比較する。
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通常の重回帰分析
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